
7款　4項　1目

【会計】一般会計

7款：土木費　4項：住宅費　1目：住宅費
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【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

57,857千円 21,225千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

8 報償費

謝礼金 598千円

11 需用費

消耗品費 10千円

食糧費 9千円

14 使用料及び賃借料

電子計算機ソフトウエア使用料 65千円

19 負担金補助及び交付金

定住化促進支援事業補助金 76,600千円

結婚新生活支援事業費補助金 1,800千円

79,082千円

【活動指標・成果指標】　

事業の概要

・住生活基本計画推進検討会の開催　　・空き家バンクの運営　　・中古住宅リフォームの支援　　・近居・同居
住替の支援　　・戸建て賃貸住宅の家賃補助　　・空き家バンク(賃貸登録物件)の活動支援　　・空き家バンク
成約奨励金の支給　　・（仮称）狭小宅地隣接地取得補助　　・新婚生活支援

平成30年度　当初予算要求事業内容説明書

第5章　住環境が整備された住みやすいまちづくり

施策1　良好な住宅・住環境の整備を推進します

事業 住生活基本計画推進事業

担当所属 建築住宅課

予算要求額
（財源内訳）

79,082千円

基本施策2　住宅・住環境の整備

事業の目的

佐倉市住生活基本計画の推進に関し適宜、会議を開催し必要な事項を検討します。佐倉市空き家バンク事
業及び空家対策及び定住化対策に関する各種補助事業により、市内の空き家の利活用を促進させ、定住人
口の維持・増加と地域の活性化を図ります。佐倉市団地再生モデル事業により、団地の活性化を図ります。

事業の効果

佐倉市住生活基本計画の施策が推進されることで、市民が互いに地域で支えあい、安全・安心に暮らすこと
ができる良好な住生活の実現が図れます。

節 説明

指標名 平成30年度計画値

住生活推進検討会(7人分)、空家等対策協議会の開催に係る謝
礼(6人分)

空き家に関する雑誌購入費（田舎暮らしの本）

住生活推進検討会（7人分）、空家等対策協議会（6人分）の開催
に係るお茶代

空き家バンクシステムホスティング費

定住化促進支援事業補助金

結婚新生活支援事業費補助金

計



空家バンク成約奨励補助件数 30件

近居同居住替支援補助件数 60件


